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成果の概要

地震や豪雨によって毎年300以上のため池が被害を受けている｡被害の特徴

としては､堤体法面のすべり破壊やパイピング(浸透破壊)､越流による決壊な

どが挙げられる｡ため池堤体の安全性を向上するためには､これらの特徴的な

被害パターンを適切に防止する技術が不可欠である｡特にレベル2地震動(兵

庫県南部地震1995年のような激震)に対する安全性の向上とともに､洪水に対
しても高い安全性が確保されていることが重要である｡

本研究では､特殊形状の大型土嚢を用いた堤体の構築技術を開発し､その耐
震性と越流に対する安全性を確認して､現地適用を実施した｡

成果の内容･特徴
地震や集中豪雨に対する防災機能を高め､周辺地域の2次被災を最小限に留

めるための簡便な改修技術が必要となってきている｡越流許容型ため池工法は､

付帯設備(洪水吐･取水施設)の防災機能の向上と改修コストの縮減を図ると
ともに､一時的な越流を許容する機能を持つ高耐久性ため池である.

･テールとウイングが接続した特殊形状の大型土のうを用いたため池堤体の

構築技術｢越流許容型ため池工法｣を開発した｡
･ ｢越流許容型ため池工法｣は､耐震性と洪水の越流に対して大きな抵抗性を

有している｡
･特殊形状の大型土嚢(GSET: Geosynthetic Soilbags with Extended Tail)を用い

て構築した堤体は､地震時のすべり崩壊に対して大きな抵抗性を有しており

兵庫県南部地震(1995年)と同等のレベル2地震動に対しても十分安全で

ある｡
･洪水が堤体を越流することによって法面が侵食を受ける場合にも､堤体は崩

壊には至らず､越流に対して大きな安全性を有している｡
･土嚢の紫外線劣化防止対策として､土嚢の表面のソイルセメント被覆が最も

有効で経済的である｡
･土嚢の設置方法と設計方法についてのマニュアルを作成し､現地普及を支援

できるように施工歩掛を整備した｡

成果の活用面･留意点
･開発した｢越流許容型ため池工法｣は､ため池堤体にとどまらず農地斜面や

農道などにも広範囲に応用可能である｡
･設計･施工に当たっては､経済的な面からも規模と適用範囲についての検証

が必要である｡



具休的成果の概要
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図1 30年間のため池の被災箇所数の推移

図2　能登地震によって決壊した平田池
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図3　土嚢の傾斜積み工法(手順)
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b.傾斜積

図4　土嚢の設置手順と覆土処理(a～d)

土嚢の傾斜積み工法と覆土 ●土嚢を傾斜して積み重ねることによって堤 

体のすべり抵抗力は､約2倍に向上する｡ 

●ソイルセメントの覆土によって､土嚢は長期 

耐久性が向上する｡ 

C.土嚢の設置完了

d.ソイルセメントで被覆
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●特殊形状土嚢による堤体積築

堤体下流部分にテール土嚢を積層して越流に対する抵抗性を向上

図6　改修された平田池の断面図(越流部)

成果の普及状況

本｢越流許容型ため池工法｣は､能登地震で決壊した平田池の復旧に採用さ
れ､地震と越流に対する耐久性を向上する方法として普及が図られている｡ま
た､アジアモンスーン地域の堤防や道路斜面に適用するための現地適用試験を

実施している｡
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